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幌② 名称 所在地

分類

所在市町村

所在地補足

構造・仕様等

規格・法量等

該当年代

文化財指定

説明

公開情報

参考資料

関連サイト下段（右）：狛犬（阿像）　

　雄興八幡神社は、雄信内八幡神社として建立された。1925
（大正14）年、渡林太郎、西藤光二、橋本保吉、信原正美、栗
山栄太郎らが世話人となり、いまの字雄興29番地先、天塩川
堤塘地内に祀った。1931（昭和6）年に現在地に移転遷座さ
れ今日に至る。
　狛犬は、石材に柔らかな凝灰岩を使っている。狛犬の直下は
奉納時の台座が一部みられ、台座の銘文によれば、前述した
神社の世話人の一人である橋本保吉が1935（昭和10）年
11月に奉納と記載されている。

上段：雄興神社　　　　

下段（左）：狛犬（吽像）　 新幌延町史編さん委員会編2000「新幌延町史」

1925年

未指定

幌延町

宗谷本線雄信内駅の附近に所在しています。

写真 歴史的建造物

　宗谷遺産アーカイブ　

ゆうこうはちまんじんじゃ https://goo.gl/maps/mBZNGaFLWAe9ozsV8

雄興八幡神社 北海道天塩郡幌延町字雄興72番地


